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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
、
現
場
で
懸
命

に
働
く
者
に
報
い
る
こ
と
、

「
変
革
２
０
２
７
」
の
実
現
に

向
け
て
励
ん
で
い
る
社
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
、
こ

だ
わ
っ
た
今
回
の
成
果
！ 

第
１
回
交
渉 

５
月
29
日 

組
合
側
の
要
求
趣
旨
に
つ
い

て
説
明
し
、
台
風
１
９
号
被
害
か

ら
の
復
旧
に
努
め
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
は
、
職

場
で
の
感
染
症
対
策
、
お
客
さ
ま

の
感
染
防
止
な
ど
を
確
実
に
行

い
、
安
全
・
安
定
輸
送
を
守
り
、

公
共
交
通
、
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
の

使
命
を
、
信
頼
を
損
な
う
こ
と
な

く
支
え
て
き
た
。
民
間
企
業
で
あ

る
以
上
、
収
入
面
の
落
ち
込
み
に

目
を
そ
む
け
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
会
社
役
員
は
報
酬
の
一
部

を
自
主
返
納
す
る
こ
と
、
ま
た
、

社
長
が
社
員
の
夏
季
手
当
に
つ

い
て
も
か
な
り
厳
し
い
と
言
及

し
た
と
の
報
道
が
さ
れ
た
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
株

主
配
当
は
予
定
通
り
行
わ
れ
る
。

私
た
ち
は
「
変
革
２
０
２
７
」
実

現
の
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が

日
々
懸
命
に
努
力
し
て
い
る
。
組

合
と
し
て
も
、
鉄
道
事
業
に
お
け

る
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
の

減
免
等
に
つ
い
て
、
行
政
支
援
を

求
め
る
要
請
行
動
を
実
施
し
て

い
る
。
夏
季
手
当
は
生
活
給
の
一

部
で
も
あ
り
、
必
要
不
可
欠
で
あ

る
、
社
員
と
家
族
の
幸
福
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、
要
求
額
の
支
給

を
強
く
求
め
る
と
し
た
。 

会
社
側
か
ら
は
現
状
認
識
と

交
渉
に
あ
た
っ
て
の
ス
タ
ン
ス

が
あ
り
、
ま
ず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
不
安
と

緊
張
の
中
、
当
社
の
社
会
的
使
命

を
果
た
す
べ
く
、
お
客
様
の
安
全

と
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
へ
の
尽
力
に
感
謝

す
る
と
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
般
の

状
況
は
中
長
期
に
及
び
大
き
な

影
響
が
続
く
も
の
と
み
て
い
る
。

会
社
の
持
続
的
発
展
こ
そ
が
社

員
還
元
の
更
な
る
充
実
、
働
き
が

い
の
向
上
、
社
員
家
族
の
幸
福
の

実
現
に
繋
が
る
と
の
前
提
に
た

ち
、
直
面
す
る
厳
し
い
経
営
環
境

や
課
題
に
つ
い
て
認
識
を
共
有

す
る
こ
と
が
重
要
。
今
後
、
現
状

の
回
復
に
向
け
た
多
様
な
努
力

は
勿
論
、
社
会
の
大
き
な
変
化
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
「
変
革
２

０
２
７
」
を
一
層
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
主
役

と
な
り
意
欲
あ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

と
自
己
啓
発
に
取
り
組
む
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
期
夏
季
手

当
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
過
去
と

比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。
中
長
期
的
に
も
困

難
な
経
営
環
境
に
直
面
し
て
い

る
。
７
期
連
続
の
賃
金
改
定
と
キ

ャ
リ
ア
加
算
、
手
当
見
直
し
な
ど

の
影
響
も
考
慮
し
な
が
ら
総
合

的
に
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
公
共
性
を
有
し
た
企
業
で
あ

る
た
め
、
突
出
感
の
な
い
よ
う
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
真
摯

な
議
論
を
進
め
た
い
と
あ
っ
た
。 

 

第
２
回
交
渉 

６
月
４
日 

会
社
か
ら
損
益
の
推
移
、
内
閣

府
景
気
動
向
指
数
、
景
気
ウ
ォ
チ

ャ
ー
調
査
、
外
国
為
替
相
場
、
原

油
価
格
、
金
利
動
向
、
世
界
経
済

の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
、
完
全
失

業
率
と
有
効
求
人
倍
率
の
推
移
、

生
産
年
齢
人
口
の
推
移
、
期
末
手

当
支
給
月
数
の
推
移
等
の
客
観

的
資
料
の
提
示
が
あ
り
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
い
ず
れ
の
資
料
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

が
色
濃
く
表
れ
、
先
行
き
不
透
明

感
が
強
調
さ
れ
た
。
足
元
の
４
月

期
に
は
１
，
０
０
０
億
円
の
減
収
、

昨
年
ひ
と
月
収
入
ベ
ー
ス
１
，
７

０
０
億
円
と
比
べ
る
と
減
収
の

大
き
さ
は
明
白
で
、
通
期
業
績
見

通
し
は
示
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。

併
せ
て
世
間
の
働
き
方
の
変
化

や
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
、

世
の
中
の
変
化
は
よ
り
速
く
な

っ
て
お
り
、
変
革
の
取
り
組
み
も

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
必
要
で
あ

る
。
夏
季
手
当
に
つ
い
て
も
慎
重

な
判
断
が
必
要
と
の
姿
勢
が
示

さ
れ
た
。
組
合
側
か
ら
は
、
現
状

の
認
識
は
一
致
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
状
況
の
中
で
も
安
全
・
安
定

輸
送
を
着
実
に
実
行
し
て
い
る

こ
と
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
「
変

革
２
０
２
７
」
に
対
す
る
姿
勢
が

減
収
を
最
小
限
に
抑
え
て
い
る
。

そ
う
し
た
社
員
の
取
り
組
み
を

持
続
さ
せ
る
た
め
に
も
、
ま
た
、

人
材
確
保
、
生
活
給
と
し
て
の
夏

季
手
当
の
必
要
性
を
訴
え
、
要
求

の
満
額
支
給
を
強
く
求
め
た
。 
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ホームページ検索 
  「ＪＲＥユニオン」 

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
） 

「
第
８
回
定
期
大
会
」 

 

日
時
※ 

令
和
２
年
８
月
24
日
（
月
）
13
時
か
ら 

場
所 

 

田
町
交
通
ビ
ル
５
階
Ａ
会
議
室 

議
題 

 

①
協
約･

協
定
締
結
に
つ
い
て 

②
活
動
報
告
及
び
令
和
２
年
度
運
動
方
針 

③
令
和
元
年
度
決
算･

会
計
報
告
及
び 

令
和
２
年
度
予
算
に
つ
い
て 

④
そ
の
他 

※
開
催
日
が
、
変
更･

延
期
と
な
り
ま
し
た
。「
指
令
第
５
号
」 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す 

第
３
回
交
渉 

６
月
10
日 

「
回
答
」(

要
旨)

 
 

基
準
額
は
、

基
準
内
賃
金
の
２
．
４
ヶ
月
分
に

５
，
０
０
０
円
を
加
え
た
額
と
す

る
。 
※
２
．
４
ヶ
月
分
の
う
ち

０
．
１
ヶ
月
分
は
感
染
症
へ
の
緊

張
・
不
安
の
中
で
社
会
的
使
命
を

果
た
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
大

い
に
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
社

会
の
大
き
な
変
化
へ
の
対
応
に

向
け
「
変
革
２
０
２
７
」
の
実
現

に
一
層
奮
起
し
て
取
り
組
む
こ

と
を
強
く
期
待
し
て
、
支
給
し
ま

す
。
※
５
，
０
０
０
円
分
は
、
感

染
症
拡
大
防
止
に
取
り
組
む
中

で
、
新
た
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
・

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
挑
戦
し
て

き
た
こ
と
を
踏
ま
え
支
給
し
ま

す
。
支
給
日
は
、
６
月
29
日
（
月
）

以
降
準
備
で
き
次
第
と
す
る
。 

組
合
側
か
ら
は
、
株
主
配
当
や

Ｊ
Ｒ
他
社
の
支
給
額
と
の
釣
り

合
い
・
整
合
性
を
質
し
た
上
で
、

多
く
の
認
識
は
一
致
し
て
い
る

こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
終
息

後
の
経
営
が
上
向
い
た
時
の
社

員
還
元
を
強
く
訴
え
、
加
え
て
、

私
た
ち
は
、
現
状
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
、
さ
ら
に
自
己
研
鑽
に
努

め
、
経
費
削
減
な
ど
社
員
の
目
線

で
で
き
る
こ
と
を
取
り
組
ん
で

い
く
旨
、
決
意
を
伝
え
た
。
そ
の

上
で
、
苦
渋
の
選
択
で
は
あ
る

が
、
現
状
を
鑑
み
、
こ
れ
以
上
の

上
積
み
は
期
待
で
き
な
い
と
し
、

席
上
妥
結
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
伴
う
緊
急
事
態
が
与
え
た

影
響
を
、
労
使
が
と
も
に
、
確
か

に
判
断
し
、
将
来
を
見
据
え
て
前

に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
働
く
者
が
意
欲

を
も
っ
て
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
環
境
の
構
築
を
念
頭
に
、

関
係
議
員
や
政
党
と
の
連
携
強

化
、
地
域
と
の
関
係
構
築
を
図
り

つ
つ
、
政
策
実
現
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
次
国
会
で
は
Ｊ
Ｒ
連
合

ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
に
向
け
て
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
」
「
Ｊ
Ｒ
二

島
・
貨
物
」「
鉄
道
用
地
外
災
害
」

の
三
本
柱
を
軸
に
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
み
を
継
続
し
て

い
る
。
産
業
を
支
え
、
発
展
を
め

ざ
す
取
り
組
み
の
実
践
で
あ
る
。 

 

１
．
コ
ロ
ナ
対
策
支
援 

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
う

Ｊ
Ｒ
産
業
へ
の
影
響
が
広
が
る

中
、
国
会
議
員
懇
談
会
お
よ
び
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
関
係
議

員
に
対
し
、
目
下
の
Ｊ
Ｒ
産
業
が

置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
頻
繁

に
情
報
提
供
を
行
い
な
が
ら
密

接
に
連
携
及
び
協
議
を
図
っ
て

い
る
。 

現
在
、
国
会
で
は
毎
週
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
政
府
・
与
野

党
連
絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ
て

い
る
が
、
５
月
２
２
日
に
開
催
さ

れ
た
第
８

回
会
合
で

は
、
立
憲
・

国
民
・
社

保
そ
れ
ぞ

れ
の
会
派

が
、
第
２

次
補
正
予

算
案
を
巡

り
、
Ｊ
Ｒ

連
合
か
ら

の
要
望
事

項
な
ど
を

踏
ま
え
て

与
党
と
の

間
で
断
続

的
に
協
議

を
行
っ
た
。

会
合
に
先

駆
け
、
Ｊ

Ｒ
連
合
は

５
月
１
９
、
２
０
日
に
か
け
て
立

憲
・
国
民
・
社
保
各
会
派
に
対
し

固
定
資
産
税
の
減
免
等
を
求
め

る
緊
急
要
請
を
行
っ
て
き
て
お

り
、
各
会
派
は
Ｊ
Ｒ
連
合
の
要
望

事
項
を
重
く
受
け
止
め
、
与
野
党

間
で
の
議
論
を
深
度
化
さ
せ
て

い
る
。 

５
月
１
５
日
の
衆
議
院
経
済

産
業
委
員
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組

推
薦
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
員
で
あ

る
斉
木
武
志
議
員
（
福
井
２
区
・

比
例
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
）
が
質
疑

に
立
ち
、
「
中
小
事
業
主
向
け
の

支
援
措
置
は
、
大
企
業
と
い
う
理

由
だ
け
で
Ｊ
Ｒ
な
ど
は
適
用
除

外
と
な
っ
て
い
る
。
固
定
資
産
税

の
減
免
措
置
を
Ｊ
Ｒ
な
ど
大
規

模
事
業
者
に
も
適
用
す
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
主
張
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
国
土
交
通
省
鉄
道
局

は
「
固
定
資
産
税
等
の
さ
ら
な
る

減
免
措
置
に
つ
い
て
指
摘
が
あ

っ
た
が
、
国
土
交
通
省
と
し
て
は
、

引
き
続
き
、
鉄
道
事
業
者
が
事
業

の
継
続
な
ど
求
め
ら
れ
る
役
割

を
果
た
せ
る
よ
う
、
必
要
な
支
援

な
ど
に
つ
い
て
適
切
に
対
応
し

て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
連
合
を
支
援
す
る
輪
は

国
会
内
で
着
実
に
拡
が
り
を
見

せ
て
い
る
が
、
我
々
の
要
望
事
項

実
現
に
向
け
、
今
後
も
引
き
続
き

議
員
懇
及
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属

議
員
と
密
接
に
連
携
し
て
い
く
。 

２
．
Ｊ
Ｒ
二
島
・貨
物 

５
月
２
７
日
、
「
Ｊ
Ｒ
二
島
・

貨
物
経
営
自
立
実
現
Ｐ
Ｔ
」
第
６

回
会
合
を
開
催
し
、
同
Ｐ
Ｔ
の
中

間
と
り
ま
と
め
と
し
て
「
Ｊ
Ｒ
と

地
域
の
将
来
展
望
を
両
立
し
、
働

く
者
が
希
望
を
持
っ
て
働
き
つ

づ
け
ら
れ
る
自
立
経
営
の
実
現

へ
の
提
言
」
を
策
定
し
た
。 

５
月
２
８
日
に
は
、
立
憲
民
主

党
「
公
共
交
通
の
あ
り
方
Ｗ
Ｔ
」
、

国
民
民
主
党
「
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物

問
題
検
討
Ｗ
Ｔ
」
の
合
同
会
議
に

お
い
て
労
働
組
合
か
ら
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
産
業

で
働
く
者
を
代
表
し
て
Ｊ
Ｒ
連

合
が
参
加
し
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物

の
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
訴
え

た
。 ６

月
２
日
に
は
、
Ｗ
Ｔ
両
座
長

に
対
し
て
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
経

営
自
立
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

政
策
提
言
・
中
間
と
り
ま
と
め
を

提
出
し
た
。
今
後
、
９
月
末
の
予

算
概
算
要
求
や
秋
の
臨
時
国
会

な
ど
を
見
据
え
て
、
さ
ら
に
連
携

を
図
り
、
共
同
歩
調
で
取
り
組
む

決
意
を
共
有
し
た
。 

荻
山
会
長
は
提
言
内
容
の
趣

旨
を
説
明
し
た
う
え
で
、
「
私
た

ち
か
ら
は
大
胆
な
提
起
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
、
各
社

が
地
に
足
つ
け
て
経
営
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
国
や
地

域
と
の
役
割
分
担
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
今
回
提
出
し
た
提

言
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｔ
で
の

今
後
の
議
論
に
も
反
映
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
、
今
後
の
取
り

組
み
に
む
け
て
「
働
く
者
に
と
っ

て
も
よ
り
よ
い
経
営
自
立
を
目

指
せ
る
よ
う
、
両
党
と
の
連
携
強

化
を
図
り
、
政
策
実
現
を
成
し
遂

げ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
訴
え

た
。 今

回
の
両
Ｗ
Ｔ
へ
の
政
策
提

言
の
提
出
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ

Ｒ
四
国
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
経
営
自
立

に
む
け
た
取
り
組
み
の
第
１
ス

テ
ッ
プ
と
言
え
る
。
引
き
続
き
、

各
方
面
に
対
し
て
主
張
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
議

論
・
検
討
を
行
い
、
最
終
提
言
の

策
定
に
む
け
活
動
を
継
続
し
て

い
く
。 

３
．
国
土
交
通
省
「
鉄
道
用
地

外
か
ら
の
災
害
対
応
検
討
会
」 

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
西
日
本
豪
雨
災

害
以
降
、
道
路
法
や
電
気
事
業
法

を
倣
っ
た
法
整
備
の
必
要
性
な

ど
に
つ
い
て
関
係
議
員
と
協
議

を
重
ね
て
き
た
。
数
次
に
亘
る
国

会
で
の
議
論
も
展
開
さ
れ
る
中
、

昨
年
１
０
月
に
は
国
土
交
通
省

が
「
鉄
道
用
地
外
か
ら
の
災
害
対

応
検
討
会
」
を
設
置
、
事
業
者
や

有
識
者
の
参
加
の
も
と
、
「
鉄
道

隣
接
地
に
お
け
る
倒
木
等
へ
の

事
前
防
災
」
や
「
非
常
災
害
時
の

土
地
の
一
時
使
用
」
と
い
っ
た
、

法
整
備
を
含
む
対
策
強
化
が
検

討
さ
れ
る
に
至
っ
た
。 

５
月
２
０
日
、
広
田
一
衆
議
院

議
員
（
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談

会
幹
事
）
が
国
土
交
通
委
員
会
に

お
い
て
、
「
鉄
道
用
地
外
か
ら
の

災
害
対
応
検
討
会
」
の
進
捗
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
る
と
と
も
に
、

鉄
道
の
公
共
性
に
鑑
み
た
法
整

備
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
広
田
議

員
は
、
「
鉄
道
用
地
外
の
一
時
利

用
、
樹
木
の
伐
採
、
土
石
の
処
分

等
具
体
的
項
目
ご
と
に
、
ど
う
い

っ
た
法
整
備
を
す
べ
き
か
整
理

し
早
期
に
公
表
す
べ
き
」
と
質
問
。

水
嶋
鉄
道
局
長
か
ら
は
、
「
検
討

会
そ
の
も
の
は
法
整
備
が
必
要

と
い
う
方
向
性
で
議
論
し
て
い

る
が
、
私
権
制
限
を
伴
う
法
改
正

で
あ
り
、
判
断
に
は
も
っ
と
議
論

が
必
要
。
立
法
に
つ
い
て
は
、
国

会
審
議
等
も
踏
ま
え
判
断
を
行

っ
て
い
く
」
と
の
見
解
が
示
さ
れ

た
。
最
後
に
赤
羽
国
土
交
通
大
臣

は
「
重
要
な
指
摘
と
認
識
。
全
国

各
地
に
お
い
て
、
民
有
地
が
災
害

発
生
源
に
な
っ
て
い
る
。
所
有
す

る
以
上
、
整
備
が
必
要
と
い
う
新

た
な
概
念
も
出
て
き
た
。
具
体
的

対
策
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
」
と

決
意
の
一
端
が
示
さ
れ
た
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

私
た
ち
は
引
き
続
き
、
Ｊ
Ｒ
産

業
で
働
く
全
て
の
仲
間
が
将
来

に
明
る
い
希
望
を
持
て
る
よ
う
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
成
長
を
期

す
る
観
点
か
ら
、
政
策
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。 

「Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」の 

実
践
あ
る
の
み
！ 


